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新卒看護師の訪問看護ステーションへの入職に関する文献検討

A literature review of new graduate nurses’ transitions to visiting nurse stations.

要　旨
　目的：新卒看護師の訪問看護 ST への入職に関する文献を概観し、新卒訪問看護師に関する研究
の動向および新卒訪問看護師の人材育成について示唆を得る。
　方法：医中誌にて、検索ワードを「新卒訪問看護師」「新卒 and 訪問看護師」とし、新卒看護師
の訪問看護 ST への入職に関して記載されている 27 文献を研究対象の文献とした。分析方法として、
27 文献のレビュー・マトリックスを作成し、内容別に検討した。
　結果：対象文献は、原著論文６件、報告 21 件、計 27 件であった。文献の内容は、「新卒訪問看
護師の育成」19 件、「新卒訪問看護師の採用・育成に関する経営的視点」４件、「新卒訪問看護師
を取り巻く課題」４件であった。
　考察：現存する新卒訪問看護師を対象とした教育プログラムが明らかとなったが、わが国にお
いて多くを占める小規模訪問看護 ST においても活用可能か、評価および検討が必要である。また、
看護学生および訪問看護 ST の管理者やスタッフにとって、新卒看護師の訪問看護 ST への入職に
ついてどのような促進要因および阻害要因が存在するのか明らかにすることが必要である。
　キーワード：新卒看護師 , 訪問看護師 , 新卒訪問看護師

Ⅰ . 序論
　わが国では、少子高齢化の進展や医療技術の進歩な
どにより、複雑で多様な医療・介護ニーズをもつ要介
護高齢者や医療依存度の高い在宅療養者が増加して
いる。厚生労働省によると、2015 年においては 65 歳
以上高齢者の割合が 26.8% となっており、2025 年に
は 30.3% に増加するとの見通しが発表されている 1）。
2004 年から多死社会となっており 1）、医療機関・介
護施設などの病床数や在宅死の割合が現状のままで推
移すると、2040 年には約 49 万人の看取りの場所が不
足すると予測され、人生の最後を迎える場所の確保は
問題である。
　一方、国民の６割が自宅での看取りを希望している

と報告されているが、現状として、在宅での看取りは
１割にとどまっている 3）。このような現状から、多く
の国民が自身の望む最後を迎えられる環境を整えてい
く必要があり、在宅での看取りを推進していくことは
一つの大きな要素である。そのため、在宅での看取り
を支える訪問看護師の人材確保が必要であると考える。
　地域での看取りを支えている訪問看護ステーショ
ン（以下、訪問看護 ST）に就業する看護師の人数に
ついて、日本看護協会の統計によると、2015 年に約
4 万 6 千人とこの 10 年間で約 1.6 倍に増加したが 4）、
看護師就業者総数の約 2.8%4）と割合は低い。しかし、
オランダやフランスなど諸外国のように在宅での看取
りの割合を３割程度まで引き上げるならば、訪問看護
師が 11 万人不足すると考えられており 5）、在宅での
看取りを担う訪問看護師の確保は喫緊の課題となって
いる。
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　これまで訪問看護師の人材確保の対象となっていた
のは、病院において臨床経験を重ねた、在宅看護に興
味を抱く看護師や、子育てなどで就業していない潜在
看護師であった。しかし近年、看護基礎教育終了後の
新卒看護師が訪問看護 ST に就職する事例が報告され
るようになり、その雇用や育成について検討されるよ
うになってきた 6）7）。新卒看護師を採用した訪問看護
ST の管理者への調査では 6）、病院での看護経験があ
る新任看護師と新卒看護師の大きな違いは、利用者に
対する偏見を持たないことや、ゼロから在宅看護の視
点を身に着けることをできる点であることが報告され
ている。
　「在宅看護論」が 1996 年に看護基礎教育に位置付け
られて 20 年が経過し、今後はさらに看護職の就業場
所が地域・在宅にシフトする時代へなっていくと予測
される。在宅看護を学んだ新卒看護師の訪問看護ステ
ーションへの入職について近年の現状を把握するた
め、５年以内に発表された文献を対象に文献検討を行
ったので報告する。

Ⅱ . 研究目的
　新卒看護師の訪問看護 ST への入職に関する文献を
概観し、新卒訪問看護師に関する研究の動向および新
卒訪問看護師の人材育成について示唆を得る。

Ⅲ . 研究方法
１. 研究期間
　2017 年８月１日から 2018 年９月 30 日

２. 研究対象文献
　医学中央雑誌 web 版（2018 年５月 31 日検索実施）
にて、2013 年～ 2018 年に発表された文献で、検索ワ
ードは、「新卒訪問看護師」「新卒 and 訪問看護師」「原
著論文」としたところ、６件抽出された。原著論文に
限定すると文献が少なく、新卒看護師の訪問看護 ST
への入職に関して十分な検討が行えないため、「原著
論文」に限定せず、「会議録」「座談会」を除外して再
度検索を行い、47 件抽出された。これらの文献内容
を精読し、新卒看護師の訪問看護 ST への入職に関し
て記載されている 27 文献を研究対象の文献とした。

３. 分析方法
　研究対象とした 27 文献を文献番号、著者、表題、
出版年、論文種類、結論・報告内容の項目でレビュー

・マトリックスを作成し、内容別に検討した。

４. 本研究における用語の操作的定義
　新卒訪問看護師とは、看護基礎教育終了後、新卒と
して訪問看護 ST に就職する看護師で看護師として他
の医療機関にて就業経験のない者とする。

５. 倫理的配慮
　本研究で対象とする文献の著者や出典を明らかにす
るとともに、文献の内容を著作権の範囲内で正確に抽
出し、在宅看護論の教授経験者や訪問看護の実務経験
者である共同研究者とともに内容を検討した。本研究
における開示すべき利益相反はない。

Ⅳ . 結果
　対象文献は、原著論文６件、報告 21 件、計 27 件で
あった 8）～ 34）。文献の内容として、「新卒訪問看護師
の育成」19 件、「新卒訪問看護師の採用・育成に関す
る経営的視点」４件、「新卒訪問看護師を取り巻く課題」
４件であった。以下は内容別に示す。

１. 新卒訪問看護師の育成
　19 文献（表 1 No1 ～ No19）は、新卒訪問看護師の
育成に関する実践報告や教育プログラムの紹介、新卒
訪問看護師の育成を見据えた看護基礎教育の実践報告
であった。新卒訪問看護師の育成に関する実践報告で
は、訪問看護 ST のみで育成するのではなく、病院と
連携・協働することで新卒訪問看護師を育成する実践
報告が多く述べられていた（表１ No １、２、13）。
病院と連携・協働し新卒訪問看護師を育成するメリッ
トとして、病院では１日に何回も同じ技術を経験する
ことができ、看護技術の習熟が効率的かつ安全である
こと 11）19）、指導する訪問看護 ST のスタッフの負担
軽減につながること 7）が報告されていた。また、看
護系大学や県看護協会が協働して新卒訪問看護師の教
育プログラムを作成し育成する報告もあった（表１ 
No ６、８）。これらの報告は、具体的に何年間で新卒
訪問看護師の自立を目指し、どの時期にどのような研
修を行うのか、詳細に報告されていた。

２. 新卒訪問看護師の採用・育成に関する経営的視点
　４文献（表１ No20 ～ No23）は、新卒訪問看護師
を採用する上での人件費や育成資金について具体的な
費用の概算や、新卒訪問看護師の育成資金について都
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道府県の補助金を活用した実践について述べられてい
た。また、新卒訪問看護師は単独訪問が行えるように
なるまでに人件費や育成資金が訪問看護 ST にとって
負担となるが、若手という強みから夜勤が行いやすい 29）

など長期的な視点でのメリットについても述べられて
いた。

３. 新卒訪問看護師の訪問看護 ST への入職に関する
課題
　４文献（表１ No24 ～ No27）は、新卒訪問看護師
の訪問看護 ST への入職に関する課題について述べら
れていた。新卒訪問看護師に立ちはだかる壁として①
キャリアイメージの壁、②情報収集の壁、③反対意見
の壁、④教育体制の壁、⑤仲間の壁の 5 つの壁があり34）、
この壁は新卒訪問看護師を目指す看護学生だけではな

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 

	
 

	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

表１　対象文献の概要
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く、採用側の壁ともなっていることが報告されていた。
また、看護学生が新卒訪問看護師として入職を考える
際に、在宅看護実習において１人で看護を担う責任の
重さを感じたことが阻害要因になっていることが報告
されていた 31）。

Ⅴ . 考察
　文献検討の結果から、新卒訪問看護師に関する研究
の動向および新卒訪問看護師の人材育成について考察
する。

１. 新卒訪問看護師に関する研究の動向
　本研究では、27 文献を対象とし分析を行ったが、
原著論文は１件と少ない結果であった。また、原著論
文は 2017 年以降発表されており、新卒訪問看護師の
育成と彼らを取り巻く課題に関する研究はこれから知
見を重ねていく必要がある。

２. 新卒訪問看護師の人材育成
１） 新卒訪問看護師の訪問看護 ST での育成
　新卒訪問看護師が一人前の訪問看護師になるには、
それまでにどのような教育をどの時期に行うのかが重
要であり、対象文献でも教育プログラムに関する内容
が多くを占めていた。看護学生は就職先を選択する上
で、継続教育が充実しているということを重要視して
いるとの報告があり 35）、新卒看護師の訪問看護 ST へ
の入職を促進するためには訪問看護 ST のおいての教
育が充実していることが重要であると考える。訪問看
護 ST は、毎年新卒看護師が入職する病院と異なり、
継続的に新卒看護師が入職するのか不透明なため、新
卒訪問看護師のための育成プログラムを独自に作成す
る労力を割くのが難しい現状がある。対象文献では教
育プログラムについての報告が多かったが、県看護協
会や多くの事業所を抱える規模の大きな訪問看護 ST
の事例が多かった。我が国においては常勤換算看護
職員数が５人未満の小規模訪問看護 ST が７割を占め
ている 36）。そのため、小規模訪問看護 ST で活用でき
る教育プログラムでなければ、新卒看護師の訪問看護
ST への入職を促進することはできないと考えられ、
現存の教育プログラムに対して、活用可能性の評価や
新たな教育プログラムの開発が必要であると考える。
　また、新卒訪問看護師の育成について、病院などの
医療機関との教育連携が看護技術の習熟に効果的であ
ることや 9）19）、看護教育機関との連携を望む報告があ

った 11）。このことから、新卒訪問看護師の育成は訪
問看護 ST だけでなく、他機関との連携も重要である
こと考える。そのため、病院や施設のように、新卒看
護師が所属する機関のみで教育を完結するのではな
く、他機関と連携して新卒看護師を育成する仕組みづ
くりも課題であると考える。
２） 新卒訪問看護師の訪問看護 ST への入職に関する
課題
　我が国では、看護師における訪問看護師の割合は
2.8% であり 4）、さらに新卒看護師を採用する訪問看
護 ST は全体の 3.4% と報告されている 6）。また 2015
年の統計では、病院に在籍する 25 歳未満の看護師は
97.9% に対し、訪問看護 ST に在籍する者は 0.12% と
なっており 37）、新卒看護師を含めた 25 歳未満の看護
師が少ない現状がある。このように、新卒看護師の
訪問看護 ST への入職が困難となっている要因につい
て、キャリアイメージや入職に関する情報収集の困難
さ、周囲の反対意見などが報告されているが 34）、訪
問看護 ST に入職する新卒看護師の促進要因および阻
害要因に関して、研究によって明らかとはなっていな
い。また、看護学生側の視点で考える阻害要因は、在
宅看護実習にて訪問看護師の責任の重さを感じたため
という報告 31）があった。しかし新卒訪問看護師を対
象とする他の報告 6）では、看護学生が就職活動を行
う上で６割の人が家族や学校の就職支援部など周囲か
ら新卒訪問看護師に対し反対された経験があると述べ
ている。このことから、看護学生側の視点で考える阻
害要因は、看護基礎教育における経験だけではないと
考える。そのため、看護学生および訪問看護 ST の管
理者やスタッフにとって、新卒看護師の訪問看護 ST
への入職についての促進要因および阻害要因が存在す
るのか明らかにすることで、その要因にどのようなア
プローチが行えるのか、多角的な視点で検討が行える
と考える。

Ⅵ . 結論
　新卒看護師の訪問看護 ST への入職を促進する、研
究の動向および新卒訪問看護師の人材育成について、
以下のような示唆が得られた。
１. 新卒看護師の訪問看護 ST への入職を促進する研
究の動向として、原著論文が少ないことが明らかとな
った。今後は、新卒訪問看護師の育成と新卒訪問看護
師を取り巻く課題に関する研究の知見を重ねていく必
要がある。
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２. 現存する新卒訪問看護師を対象とした教育プログ
ラムが明らかとなったが、わが国において多くを占め
る小規模訪問看護 ST においても活用可能か、評価お
よび検討が必要である。
３. 新卒訪問看護師側、看護学生側、訪問看護 ST の
管理者や教育担当者・スタッフ側それぞれの視点か
ら、新卒看護師の訪問看護 ST への入職に関する促進
要因および阻害要因について研究し、知見を得ること
で、その要因にどのようなアプローチが行えるのか、
看護基礎教育側と臨床現場である現任教育側という多
角的な視点で検討を行っていく必要がある。
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